
（１／３）

１．基本事項 作成日

担当課 担当係 管理番号

総
合
振
興
計
画

事業区分 自治事務 法定受託事務
対象拡大　　　有

計
画
施
策
名

行
政
分
野
別

根拠法令
個別計画

等

事業概要

目的
※何のために

対象
※誰・何を対象に

手段
※どのように

成果
※何を求めるか

執行体制 市職員 一部委託 全部委託 指定管理
市民ボラ
ンティア

ＮＰＯ
民間団体

その他（　　　　　　）

を構成する
予算事業

会計区分 款 項 目 細事業名 前年度決算額（円）

本事業の
主な業務

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

２．事業費（投入コスト） ※当該年度以降の数値は内部検討のため試算したものです（未確定数値） 単位：円
区　　　分

年度別計画

事
　
業
　
費

予算（現額）

決算額

財
源
内
訳

国支出金

県支出金

地方債

他特定財源

一般財源

人
件
費

従事職員数(人)

人件費相当試算
※１

(総事業費試算)

※１　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

サービス拡充　有
■ □

01 04 01 04

□

□

00233

事務事業評価表

中項目

大項目

事務事業

事務事業

主要プロジェクト

基本戦略

小項目

000001 健康づくりの推進と医療の充実

000002 安心して健康に暮らせる福祉のまちづくり＜保健・福祉＞

平成28年07月28日(木)

がん検診事業

がん検診事業

保健センター 保健指導第一係

04

00

00

00

00

衛生費
01

00

00

00

00

保健衛生費一般会計
04

00

00

00

00

健康増進費

3359

000001 健康づくり推進プロジェクト

000004 少子高齢社会をこころ豊かに暮らせるまちづくり

000002 保健予防対策の充実
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３．評価指標

グ
ラ
フ
表
示

区分

指標名
目標値

単
位

実績値

年度別目標値の設定根拠

実績値の出所・算出式

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

目標値

実績値

年度別目標値の設定根拠

４．観点別評価 （A：目標値どおり（以上）　B：ほぼ目標値どおり　C：目標未達成　－：目標値の設定がないもの）

活動
（意図した活動を
　行っているか）

目標が設定できないものは、活動指標の数値の推移を説明

成果
（意図した成果が
　上がっているか）

目標が設定できないものは、成果指標の数値の推移を説明

効率性
（効率的に事務を
　行っているか）

目標が設定できないものは、効率指標の数値の推移を説明

評価者

５．前年度改善改革プラン達成状況

前年度
改善・改革案

達成状況
及び

その効果

目
標
な
し

活動指標１

成果指標１

成果指標２

効率指標１

効率指標２

　

Ａ

Ｃ

Ｂ

事務事業評価表
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６．所属長評価（今後の方向性）

担当課 担当係 管理番号

① 現状のまま継続 委託化等の検討
評価の内容説明

② 見直して継続 成果向上のための改善

③ 拡充・重点化（コスト投入） 効率化のための改善

④ 目的達成による終了 事業規模の縮小

⑤ 廃止を検討 他の事務事業と統合

評価者

７．改善改革プランと今後の課題

改善・改革案

８．今後の課題(年度別計画等により実施する取り組み等)

今後の課題

９．評価指標グラフ

区分 指標名

区分 指標名

区分 指標名

上記を実施するための具体的な取り組み内容は？

事務事業

□

□

■

□

□

□

□

■

□

□

事務事業評価表

がん検診事業 保健センター 保健指導第一係

活動指標１

成果指標１

効率指標１

3359

がん検診実施回数

がん検診受診総数

胃がん検診１回受診者数

0

100
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600

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

目標値

実績値

0
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10000
15000
20000
25000
30000
35000
40000
45000
50000

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

目標値

実績値

0

20

40
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80

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

目標値

実績値


	PTXTKEIKAKU: 健康増進法（Ｈ２０年度～）がん対策基本法（Ｈ１９年度～）
	PTXTGAIYOU: 本事業は、検診機会のない市民を対象にがん検診を実施し、がんの早期発見・早期治療に繋げるものである。・胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診は集団検診を実施・子宮頸がん・乳がん検診は集団検診及び個別検診を実施・がん検診推進事業等（国補助事業）大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診の節目年齢の対象者に無料クーポン券送付
	PTXTMOKUTEKI: がんの早期発見と早期治療に繋げるため
	PTXTTAISYOU: 検診機会のない市民
	PTXTSYUDAN: 集団検診（胃がん検診、肺がん検診、大腸がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、前立腺がん検診）と個別検診（子宮頸がん・乳がん）を実施する。　
	PTXTSEIKA: 受診者が増加する。
	PCHKTAISEI1: ■
	PCHKTAISEI2: ■
	PCHKTAISEI3: □
	PCHKTAISEI4: □
	PCHKTAISEI5: □
	PCHKTAISEI6: □
	PCHKTAISEI7: □
	PTXTSONOTA: 
	PTXTKESSAN1: 125011446
	PTXTKESSAN2: 0
	PTXTKESSAN3: 0
	PTXTKESSAN4: 0
	PTXTKESSAN5: 0
	PTXTGYOMU1: 胃がん検診
	PTXTGYOMU2: 肺がん検診
	PTXTGYOMU3: 大腸がん検診
	PTXTGYOMU4: 前立腺がん検診
	PTXTGYOMU5: 子宮頸がん
	PTXTGYOMU6: 乳がん検診
	PTXTGYOMU7: がん検診推進事業等（大腸がん、子宮頸がん、乳がん）
	PTXTGYOMU8: 
	PTXTGYOMU9: 
	PTXTGYOMU10: 
	PTXTGYOMU11: 
	PTXTGYOMU12: 
	DUMMY1: 
	DUMMY2: 
	DUMMY3: 
	DUMMY4: 
	DUMMY5: 
	DUMMY6: 
	PTXTKEIKAKU1_101: 子宮頸がん、乳がん検診事務委託
	PTXTKEIKAKU1_201: 
	PTXTKEIKAKU1_301: 
	PTXTYOSAN01: 125133000
	PTXTKESSAN01: 123375265
	PTXTKUNI_SISYUTU01: 11616000
	PTXTKEN_SISYUTU01: 0
	PTXTCHIHOUSAI01: 0
	PTXTTOKUTEI01: 0
	PTXTIPPAN01: 111759265
	PTXTMEMBER01: 2
	PTXTSISAN01: 15270000
	PTXTCOST01: 0
	PTXTJIGYOHI01: 138645265
	PTXTKEIKAKU2_1: 
	PTXTKEIKAKU3_1: 
	PTXTKEIKAKU4_1: 子宮頸、乳がん個別検診導入
	PTXTKEIKAKU5_1: 
	PTXTKEIKAKU6_1: 
	PTXTKEIKAKU2_2: 
	PTXTKEIKAKU3_2: 
	PTXTKEIKAKU4_2: 子宮頸、乳がん検診受診勧奨委託
	PTXTKEIKAKU5_2: 
	PTXTKEIKAKU6_2: 
	PTXTKEIKAKU2_3: 
	PTXTKEIKAKU3_3: 
	PTXTKEIKAKU4_3: 
	PTXTKEIKAKU5_3: 
	PTXTKEIKAKU6_3: 
	PTXTYOSAN02: 139596000
	PTXTYOSAN03: 147710000
	PTXTYOSAN04: 142578000
	PTXTYOSAN05: 133391000
	PTXTYOSAN06: 133391000
	PTXTKESSAN02: 135075376
	PTXTKESSAN03: 144530295
	PTXTKESSAN04: 125011446
	PTXTKESSAN05: 0
	PTXTKESSAN06: 0
	PTXTKUNI_SISYUTU02: 7742000
	PTXTKUNI_SISYUTU03: 8023000
	PTXTKUNI_SISYUTU04: 2853000
	PTXTKUNI_SISYUTU05: 800000
	PTXTKUNI_SISYUTU06: 800000
	PTXTKEN_SISYUTU02: 0
	PTXTKEN_SISYUTU03: 0
	PTXTKEN_SISYUTU04: 0
	PTXTKEN_SISYUTU05: 0
	PTXTKEN_SISYUTU06: 0
	PTXTCHIHOUSAI02: 0
	PTXTCHIHOUSAI03: 0
	PTXTCHIHOUSAI04: 0
	PTXTCHIHOUSAI05: 0
	PTXTCHIHOUSAI06: 0
	PTXTTOKUTEI02: 0
	PTXTTOKUTEI03: 0
	PTXTTOKUTEI04: 0
	PTXTTOKUTEI05: 0
	PTXTTOKUTEI06: 0
	PTXTIPPAN02: 127333376
	PTXTIPPAN03: 136507295
	PTXTIPPAN04: 122158446
	PTXTIPPAN05: 132591000
	PTXTIPPAN06: 132591000
	PTXTMEMBER02: 1.92
	PTXTMEMBER03: 1.99
	PTXTMEMBER04: 1.36
	PTXTMEMBER05: 1.97
	PTXTMEMBER06: 1.97
	PTXTSISAN02: 14184960
	PTXTSISAN03: 15032460
	PTXTSISAN04: 10325120
	PTXTSISAN05: 15547240.00
	PTXTSISAN06: 15547240.00
	PTXTCOST02: 0
	PTXTCOST03: 0
	PTXTCOST04: 0
	PTXTCOST05: 0
	PTXTCOST06: 0
	PTXTJIGYOHI02: 149260336
	PTXTJIGYOHI03: 159562755
	PTXTJIGYOHI04: 135336566
	PTXTJIGYOHI05: 148938240
	PTXTJIGYOHI06: 148938240
	NENDO1: 平成24年度
	NENDO2: 平成25年度
	NENDO3: 平成26年度
	NENDO4: 平成27年度
	NENDO5: 平成28年度
	NENDO6: 平成29年度
	HID_KAINEN: 平成27年度
	HID_JIMJIG_CD: 000398
	HID_RIREKI_NO: 40
	HID_GYOMU_EDA1: 1
	HID_GYOMU_EDA2: 2
	HID_GYOMU_EDA3: 3
	HID_GYOMU_EDA4: 4
	HID_GYOMU_EDA5: 5
	HID_GYOMU_EDA6: 6
	HID_GYOMU_EDA7: 7
	HID_GYOMU_EDA8: 8
	HID_GYOMU_EDA9: 9
	HID_GYOMU_EDA10: 10
	HID_GYOMU_EDA11: 11
	HID_GYOMU_EDA12: 12
	ERRMSG: 
	PTXTJNKNTA: 
	PCHK1: ■
	PCHK2: ■
	PCHK3: □
	PCHK4: ■
	PCHK5: □
	PCHK6: □
	PTXTSIHYONM1_1: がん検診実施回数
	PTXTSIKI1: 集団検診回数
	KATUDOU: より受診しやすい体制となるようがん検診実施回数を増やし、目標を上回った。
	SEIKA: 平成２７年度から国の指針どおり子宮頸がん検診及び乳がん検診については隔年実施としたため、前年度と受診者数を比較することは難しいが、胃がん検診については受診率が低下した。
	PTXTNAME: 第一係長　吉野真弓　第二係長　石川初恵
	PTXTSIHYONM1_2: 
	PTXTSIHYONM2_1: がん検診受診総数
	PTXTSIHYONM2_2: 
	PTXTSIHYONM3_1: 胃がん検診受診率
	PTXTSIHYONM3_2: 
	PTXTSIHYONM4_1: 胃がん検診１回受診者数
	PTXTSIHYONM4_2: 
	PTXTSIHYONM5_1: 受診者１人当たりのコスト
	PTXTSIHYONM5_2: 
	PTXTSIHYONM6_1: 
	PTXTSIHYONM6_2: 
	PTXTSIKI2: がん検診延べ受診者数
	PTXTSIKI3: 胃がん検診受診率
	PTXTSIKI4: 検診受診者／実施回数
	PTXTSIKI5: 総事業費／総受診者
	PTXTSIKI6: 
	PTXTTANI1: 回
	PTXTTANI2: 人
	PTXTTANI3: ％
	PTXTTANI4: 人
	PTXTTANI5: 円
	PTXTTANI6: 
	MOKUHYO1_1: 338
	MOKUHYO2_1: 338
	MOKUHYO3_1: 450
	MOKUHYO4_1: 450
	MOKUHYO5_1: 450
	MOKUHYO6_1: 450
	KONKYO6: 
	KONKYO5: 単価の各検診の合計であるため、目標値を設定するのは難しい
	KONKYO4: １回の検診において、効率的に検診ができると思われる人数
	KONKYO3: がん対策基本法では、目標値５０％だが、現実的には目標にするのが難しい
	KONKYO2: Ｈ１９年度を基準に年々受診者が増加する
	KONKYO1: がん検診を実施する回数を減らさずに維持する
	JISSEKI1_1: 427
	JISSEKI2_1: 500
	JISSEKI3_1: 487
	JISSEKI4_1: 519
	JISSEKI5_1: 0
	JISSEKI6_1: 0
	SIKI1_1: 
	MOKUHYO1_2: 36000
	JISSEKI1_2: 41496
	SIKI1_2: 
	MOKUHYO1_3: 0
	JISSEKI1_3: 13.23
	SIKI1_3: 
	MOKUHYO1_4: 80
	JISSEKI1_4: 83.24
	SIKI1_4: 
	MOKUHYO1_5: 
	JISSEKI1_5: 3341.17
	SIKI1_5: 
	MOKUHYO1_6: 0
	JISSEKI1_6: 0
	SIKI1_6: 
	SIKI2_1: 
	MOKUHYO2_2: 36000
	JISSEKI2_2: 45721
	SIKI2_2: 
	MOKUHYO2_3: 15
	JISSEKI2_3: 15.32
	SIKI2_3: 
	MOKUHYO2_4: 80
	JISSEKI2_4: 73.72
	SIKI2_4: 
	MOKUHYO2_5: 
	JISSEKI2_5: 3264.59
	SIKI2_5: 
	MOKUHYO2_6: 0
	JISSEKI2_6: 0
	SIKI2_6: 
	SIKI3_1: 
	MOKUHYO3_2: 40000
	JISSEKI3_2: 47446
	SIKI3_2: 
	MOKUHYO3_3: 17
	JISSEKI3_3: 15.43
	SIKI3_3: 
	MOKUHYO3_4: 80
	JISSEKI3_4: 77.3
	SIKI3_4: 
	MOKUHYO3_5: 
	JISSEKI3_5: 3363.04
	SIKI3_5: 
	MOKUHYO3_6: 0
	JISSEKI3_6: 0
	SIKI3_6: 
	SIKI4_1: 
	MOKUHYO4_2: 45000
	JISSEKI4_2: 39987
	SIKI4_2: 
	MOKUHYO4_3: 20
	JISSEKI4_3: 15.07
	SIKI4_3: 
	MOKUHYO4_4: 80
	JISSEKI4_4: 71.82
	SIKI4_4: 
	MOKUHYO4_5: 
	JISSEKI4_5: 3384.5
	SIKI4_5: 
	MOKUHYO4_6: 0
	JISSEKI4_6: 0
	SIKI4_6: 
	SIKI5_1: 
	MOKUHYO5_2: 45000
	JISSEKI5_2: 0
	SIKI5_2: 
	MOKUHYO5_3: 30
	JISSEKI5_3: 0
	SIKI5_3: 
	MOKUHYO5_4: 80
	JISSEKI5_4: 0
	SIKI5_4: 
	MOKUHYO5_5: 
	JISSEKI5_5: 0
	SIKI5_5: 
	MOKUHYO5_6: 0
	JISSEKI5_6: 0
	SIKI5_6: 
	SIKI6_1: 
	MOKUHYO6_2: 45000
	JISSEKI6_2: 0
	SIKI6_2: 
	MOKUHYO6_3: 40
	JISSEKI6_3: 0
	SIKI6_3: 
	MOKUHYO6_4: 80
	JISSEKI6_4: 0
	SIKI6_4: 
	MOKUHYO6_5: 
	JISSEKI6_5: 0
	SIKI6_5: 
	MOKUHYO6_6: 0
	JISSEKI6_6: 0
	SIKI6_6: 
	HID_SIHYO_EDA1: 1
	HID_SIHYO_EDA2: 1
	HID_SIHYO_EDA3: 1
	HID_SIHYO_EDA4: 1
	HID_SIHYO_EDA5: 1
	HID_SIHYO_EDA6: 1
	2NENDO1: 平成24年度
	2NENDO2: 平成25年度
	2NENDO3: 平成26年度
	2NENDO4: 平成27年度
	2NENDO5: 平成28年度
	2NENDO6: 平成29年度
	HID_SIHYO_KB1: 1
	HID_SIHYO_KB2: 4
	HID_SIHYO_KB3: 5
	HID_SIHYO_KB4: 7
	HID_SIHYO_KB5: 8
	HID_SIHYO_KB6: 
	KOUKA: 子宮頸がん、乳がん検診については、Ｈ２７年度から集団検診と個別検診の併用とし、より受診しやすい体制にすることができた。また、検診間隔を国の指針どおり隔年実施とすることで、コストの削減が図れた。検診の申し込み状況を適宜確認しながら各種がん検診の受診勧奨ができるよう受診勧奨業務を検診機関に委託し、効率よく受診勧奨が実施できた。
	KAIZEN: 　子宮頸がん、乳がん検診において医師会と調整を図り、Ｈ２７年度から集団検診と個別検診の併用とし、あわせて、検診機会を国の指針とあわせて２年に一度にすることで、コストの見直しを行う。また、検診機関と調整しながら検診申し込み状況に応じて各種がん検診の受診勧奨を実施しているが、受診勧奨業務を検診機関に委託することで効率よく受診勧奨ができることから、業務委託を検討する。
	PMOKCHK1: □
	PMOKCHK2: □
	PMOKCHK3: □
	PMOKCHK4: □
	PMOKCHK5: ■
	PMOKCHK6: □
	KOURITUSEI: 胃がん検診１回受診者数については、概ね例年同様であった。受診者１人当たりのコストについては、検診委託料が検診ごとに異なるため、単純に比較はできない。
	NAME: 保健センター所長　浅田　朱美
	PTXTKAIZEN: 費用対効果も含め、受診率が向上するようがん検診の周知方法等を検討していきたい。平成２８年２月に胃がん検診、乳がん検診の内容等について国の指針が改正され、胃がん検診に内視鏡検査を導入、５０歳以上を対象とし、隔年での実施となった。また、乳がん検診についても視触診が廃止された。これに伴い、より効果的な検診となるよう平成２８年度は医師会等関係機関と実施方法等について調整していきたい。
	PTXTKADAI: がん検診の実施方法等の変更については、市の判断のみでは難しく医師会等との調整が必要である。
	PTXTSETUMEI: より受診しやすい体制へと改善は図れたが、受診率向上には結びつかなかった。効果的、効率的な周知方法、勧奨方法等を検討していく必要がある。


